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進捗報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： 2022 年 10 ⽉ 5 ⽇ 
● 事 業 名 ： ⼦ども⾷堂ネットワーク北九州機能強化事業  
● 資⾦分配団体 ： ⼀般社団法⼈全国⾷⽀援活動協⼒会 
● 実 ⾏ 団 体  ： ⼀般社団法⼈コミュニティシンクタンク北九州 
① 実績値 
【資⾦⽀援】 
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アウトプット 指標 ⽬標値 達成時
期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

0101．「こども⾷堂等居
場所」を⽀える多様な
⼈ 材 が 主 体 的 に 関 わ
り，各役割が整理され，
ヒト・モノ・カネ・情報
等が集まる体制ができ
る 
 

①各役割を主体的
に担う⼈材が増え
業務内容が整理さ
れ実践している 
②企業・団体・個⼈
からの寄付が増加 
 

①7 名/⼦ども⾷堂
ネットワーク北九州
に 関 わ る ⼈ 材 が 増
え、業務分担ができ、
業務が円滑に実施で
きている 
②寄付件数 50 件 
 

2023 年
２⽉ 
 

①2022 年 9 ⽉末の⼈員はコーディネーター2 名、アドバイザー2
名、市職員 4 名、ハブ拠点 4 名、ロジハブ事務 1 名、会計事務 1
名の計１3 名体制で運営している。 
役割分担としては、昨年度の状況と変化はなく、市は主に企業との
連携、イベント企画、基⾦運営、助成⾦申請サポート、新規開設⽀
援を⾏っており、コーディネーターは主に⼦ども⾷堂の開設及び
運営相談及び運営サポート、学⽣ボランティアサポート、ロジハブ
の運営サポート、寄付⾷材の分配など、アドバイザーはネットワー
ク運営のアドバイス、市外団体との連携、ロジハブ拠点は⾷材の運
搬及び⼦ども⾷堂への受け渡しなど官⺠の強みを活かした運営を
している。現在、⼦ども⾷堂関係者などへも⼦ども⾷堂ネットワー
ク北九州の運営に参加してもらうよう検討をしている。 
②２０２２年 9 ⽉現在の寄付件数３７社、５３件の寄付があった。
現在、ロータリークラブの紹介により北九州市に本社を持つ企業
に対し⼦ども⾷堂の説明などをおこない、寄付物品や寄付⾦の⽀
援要請などを継続しておこなっている。基⾦への寄付も増え、今年
度上半期で約５００万円の寄付⾦が集まっている。 
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0102．地域に「こども⾷
堂等居場所」を運営し
たいという担い⼿が増
えるとともに,地域住⺠
からの協⼒を得る事が
できる 
 

①⼦ども⾷堂の開
設に係る相談件数
や開設所数の増加 
②地域⾃治組織や
地域で⼦ども⾷堂
に関わる団体数 
 

①20 団体/⼦ども⾷
堂の開設に係る相談
件数や開設箇所数の
累計数 
②10 団体/⼦ども⾷
堂に関わる地域⾃治
組織の累計数 

2023 年
２⽉ 
 

①２０２２年度は 9 ⽉までに新規開設が 7 団体、相談件数は 8 件。
開設につなげるため、きめ細やかな相談対応を⾏っていく。また、
市外の団体の相談もあり、3 団体のサポートをしている。（累計 15
団体開設、29 件相談） 
②⼦ども⾷堂に関わる⾃治組織は 21 団体。今年度に⼊り⾃治組織
が関係した⼦ども⾷堂が 4 件開設し、地域の居場所として地域活
動の活性化のつながる事業として期待をしている。 

1 

0103.新型コロナウイ
ルス感染拡⼤収束後も
こども⾷堂等居場所が
安定して活動できるよ
うになる 
 

①コロナ感染拡⼤
で７割以上のこど
も⾷堂等居場所が
活動を⾃粛してい
る。 
②コロナ流⾏中の
活動について、地
域からの理解を得
られる苦慮してい
る団体がある。 
③コロナ感染拡⼤
中の活動のための
資⾦や物資を必要
としているこども
⾷堂等居場所があ
る。 

①８割以上のこども
⾷堂等居場所が新型
コロナウイルス感染
拡⼤収束後に無事再
開することができて
いる。 
②地域との繋がりを
作 る き っ か け と な
り、関係性が改善し
て い る 好 事 例 が あ
る。 
③企業等からの⽀援
を受け、コロナ渦中
も無事活動ができ、
収束後も安定的に活
動 で き る 状 態 が あ
る。 

2022 年
３⽉ 
 

①４７ヶ所中３７ヶ所が再開もしくは開催。約８割。介護系の福祉
施設の⼀部で再開できていないものの再開数が増えてきている。 
②このような時こそ居場所が必要との考えを持つ⾃治組織の後押
しで、活動を再開。場所の提供（公⺠館）。地域⾃治組織からの開
設相談の増加と開設。（昨年度と同⽂） 
市社協などがバックアップして、ひとり親家庭を中⼼にした⼦ど
も⾷堂の新規開設。場所の提供（福祉施設）。 
③⼀企業からの⽀援を受け、JAで物品が購⼊できる商品券を市内
約 30 ⼦ども⾷堂に⽉ 4〜6万円の範囲で分配しており、⼦ども⾷
堂の運営の安定化につながっている。 
その他でも企業等からの基⾦への寄付が増え、助成⾦として⼦ど
も⾷堂に助成するなど財政的な⽀援により持続可能な活動につな
げている。市⺠や企業からのボランティア参加についての問い合
わせも増えており、２０２２年９⽉実績では、２３件のボランティ
アの申し出がありマッチングをおこない⼈的な運営安定にも繋げ
ている。 
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0104.こども⾷堂等居
場所が⽣鮮⾷品を含む
常温・冷蔵・冷凍の多様
な⾷材の寄付を受けら
れるようになる 
 

⽣鮮⾷品を含む冷
凍・冷蔵品の寄贈
⾷品・ロス⾷品の
利 活 ⽤ 実 績 と し
て、 
①マッチングの物
量 
②こども⾷堂等居
場所への⾷材提供
頻度 
③提供団体数（受
け渡す側・受け取
る側）の変化 
 

①⾷材管理や⾷材提
供する協⼒企業が増
える。各拠点に、⾷
材提供企業からの⾷
材 が 冷 凍⾞を 活 ⽤
し、冷凍。冷蔵拠点
にストックされ、各
⼦ども⾷堂が必要な
時に取りに来ること
ができ、品物が受け
渡し管理が帳簿上管
理できている。 
② ⼦ ど も ⾷ 堂 に⼊
荷・在庫情報提供し、
冷蔵・冷凍拠点にあ
る⾷材を⼦ども⾷堂
実施前に取りに来る
ことができる。 
③⾷材を受け渡す企
業 10 社、保管 5 団
体、⾷材が必要とさ
れる全⼦ども⾷堂が
受け取りをできる。 

2021 年
10 ⽉ 
 

①ネットワークと市役所で帳簿管理をしており、ロジハブ拠点の
ストック容量も⼗分確保できている。今後、北九州周辺地域への⽀
援も視野に⼊れており、ハブ拠点の機能強化について継続的に検
討を進めている。 
②寄付⾷品についてはメールと LINE＠で情報提供を⾏い、グーグ
ルフォームを活⽤し、希望数調査後、ネットワーク事務局がハブ拠
点への物量を決定するとともに冷凍⾞でハブ拠点に運ぶ。そのあ
と、ハブ拠点が⼦ども⾷堂に⼊荷のお知らせした後、受渡しができ
るようにしている。 
③⾷材の提供企業 ３７社（フードバンク経由を含む）、保管はロ
ジ４ヶ所、ハブ５ヶ所。ハブには全⼦ども⾷堂を紐づけしており、
受取体制を整えている。 
なお、⾷品の寄付については問い合わせなどが増えていることか
ら、ロジハブ拠点の整備と活動内容の情報発信、しっかりとした衛
⽣管理の徹底を⾏っていくことは、企業にとって安⼼して寄付が
できる先として認知が進み、⼦ども⾷堂を通じて⼦育て世帯への
⾷⽀援につながるものと思われる。 

1 
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0201.学校が「こども⾷
堂等居場所」のことを
伝えてくれるようにな
る 

⼦ども⾷堂開設校
区における学校の
周知割合 
 

7 回/新規開設の⼦
ども⾷堂における学
校の協⼒割合が初期
値と⽐較し増加して
いる 

2023 年
２⽉ 
 

新規開設の⼦ども⾷堂はすべて学校で児童へのチラシの配布でき
るようネットワーク事務局（北九州市⼦ども家庭局⼦育て⽀援課）
がサポートしている。（学校への周知割合については現在アンケー
ト調査中 11 ⽉上旬までに整理予定） 

1 

0202.学校以外の様々
なところが「こども⾷
堂等居場所」のことを
伝えてくれるようにな
る 

⼦ども⾷堂開設校
区における学校以
外の広報協⼒件数 
 

8 回/既存+新規開設
の⼦ども⾷堂での周
知件数/⼦ども⾷堂
数による割合が初期
値より増加している 

2023 年
２⽉ 
 

⾃治会の回覧板での広報活動を⾏っており、配布などについて⼀
部ネットワークがサポートを⾏っている。（広報件数については現
在アンケート調査中 11 ⽉上旬までに整理予定） 

1 

0203．「こども⾷堂等居
場所」が望む社会資源
（商店会や児童館，学
校，学童，こどもクラブ
など）とつながること
ができる 

⼦ども⾷堂に参加
する社会資源の増
加数 
 

75 団体/社会資源の
参加数が初期値⽐較
で増加している 
 

2023 年
２⽉ 
 

（⼦ども⾷堂に参加する社会資源の増加数については現在調査中
11 ⽉上旬までに整理予定） 

1 

0301．「こども⾷堂等居
場所」の活動者が⼗分
なスキルを有している
（ こ こ で の スキル と
は，こどもの話に⽿を
傾けるや⾊々な気づき
を得られる，など様々） 

⼦ども⾷堂からの
相談件数とエピソ
ード件数 
 

100 エピソード/そ
れぞれの⼦ども⾷堂
が相談でき、エピソ
ードを持つ 
 

2023 年
２⽉ 
 

５３エピソード（2021 年までの実績） 
新型コロナ感染症拡⼤の影響を受け、⼦ども⾷堂の再開が約７割
であるが、各⼦ども⾷堂には、⼦ども⾷堂への相談やエピソードが
蓄積されている。 
（⼦ども⾷堂運営者向けアンケートを実施中、⼦ども⾷堂参加者
保護者アンケートを 10 ⽉に実施予定） 

2 
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＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
  

0302 フードパントリ
ー・お弁当配布のみ⾏
う団体が居場所運営団
体、コミュニティとつ
ながれるようになる 

フードパントリー
等実施数 
 

18 団体/⼦ども⾷堂
の運営とともにフー
ドパントリー・お弁
当配布を中⼼に実施
する⼦ども⾷堂数 
 

2023 年
２⽉ 
 

２１団体、その他２団体は新型コロナ感染拡⼤以降⼦ども⾷堂を
実施する前提でまずはフードパントリーを実施しているが、⼦ど
も⾷堂の開設ができていない 

2 

0303 こども⾷堂等居場
所が⾷に関⼼を持つ機
会を提供出来る様にな
る 
 

⼦ども⾷堂運営者
に向けた⾷に関す
る研修会実施回数 
 

①5 回/⼦ども⾷堂
運営者に向けた⾷育
研修等の開催累計数 
②30 エピソード/⼦
ども⾷堂に参加する
⼦ども達からの⾷に
関⼼を持つエピソー
ド累計数 
 

2023 年
２⽉ 
 

①今年度 1回、累計 3回 
新型コロナ感染症拡⼤の影響を受け、⾷育研修などが中⽌となっ
たことにより計画より進捗が若⼲遅れているが、今年度はあと 2
回実施予定で⽬標を達成する予定である。 
②（⼦ども⾷堂参加者保護者アンケートを 10 ⽉に実施予定） 

3 

0304 こども⾷堂等居場
所が学び・交流などの
多様な体験の場を提供
できるようになる 

イベントの実施及
び研修会の参加⼈
数 
 

5 回/⾷に関するイ
ベントや⾒学会の開
催や参加数 
 

2023 年
２⽉ 
 

累計 10回 
⾷育研修、衛⽣管理研修、学⽣部会による県外研修、⼦ども⾷堂運
営者向け座談会など計 4回実施し、累計で 100 名が参加した。 

1 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  1.達成の⾒込み   
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. (任意）活動に関する報告 
企業の寄付によるＪＡ商品券配布事業により、多くの⼦ども⾷堂が⾃⼰資⾦なしに⾷材を調達できるようになり⼦ども⾷堂がさらに運営しやすくなって
いると感じる。また、昨年度末より地域団体の開設件数が増加しており現在も数件の開設相談を受けている。 
地域からは、⼦どもの居場所に併せ地域の居場所と捉え⼦ども⾷堂を評価しているとの声も聞かれる。 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
  HPの更新、facebookでの継続的な広報活動の実施 

2.広報制作物等 
  今年度の実績はなし 

3.報告書等 
  下半期に作成予定 
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4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
 10 ⽉或いは 11 ⽉に企業とのコラボによる⾷育研修などを実施予定 
 1 ⽉に⾷でつながるフェスタを開催予定（休眠預⾦の 3 年間の成果報告も実施予定） 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
 
 
 
 
 
 
 



9 
 

 
 
  


